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□ はじめに ～位置づけと概要、改訂の背景と方針 ～ 
 

 大阪大学は、全学の一年生が学び緑豊かで大学の歴史が感じられる豊中キャンパス、学部・研究科のほ
か多くの研究機関や附属病院を要する吹田キャンパス、2007 年旧大阪外国語大学との統合による箕面キャ
ンパス、都市型キャンパスとしての新たな発展を検討中である中之島キャンパス（アゴラ）を主要なキャ
ンパスとして擁し、その敷地面積は約 160 万㎡、建物の床面積は約 100 万㎡、学生数は 23,000 人を超える。 
 大阪大学では、平成 16（2004）年の国立大学法人化を機に、全学キャンパスの考え方をまとめたキャン
パスマスタープランを作成した。またその後、マスタープランの下位指針として、緑地の維持管理や育成
の考え方を示した「緑のフレームワークプラン」を策定しつつ、施設マネジメント委員会が中心となって
キャンパス環境の向上に努めてきた。 

 キャンパスは教育研究の基盤であり、直接の教育研究だけでなく課外活動等、学生教職員による多様な
活動の場、リフレッシュを促し交流による相互の刺激を生むコモンスペース、あるいはキャンパスライフ
の基盤、さらに学生教職員の創造性を最大限にのばすフィールドとして、その重要性は極めて高い（注）。
その一方で、国からの運営交付金削減等により、キャンパスを維持し発展させていく活動は困難になりつ
つある。特に大阪大学のキャンパスには、都市（郊外住宅地）の中の貴重で広大な緑地、といった性格を
もつ空間も多く、その維持管理は容易ではない。 
 施設マネジメント委員会では、平成 23（2011）年の緑のフレームワークプランと、その補遺版とも言え
る「緑の剪定マニュアル」の運用実績をふまえて、下記を目的として、2017 年に緑のフレームワークプラ
ンの改訂を行うものである。 

(1) 担当者が、本指針を活用することで、より実効的に維持管理できること 
 （各管理部局における剪定・除草等の発注・検収担当者、施設部の工事担当者など） 
(2) 運営費交付金の減少や、土地活用の活性化の方針に対応していけるものとすること 
(3) 大学やキャンパスのブランディングにつなげること 
(4) 学生教職員や周辺地域の方々、企業や卒業生等、多様なステークホルダーに愛着をもっていただき

今までよりも一層緑の育成や維持管理への参画に繋げること 

対象とする「緑」とは下記のようなものであり、場所の設えを含めて考える。 

(a) キャンパス内の広場等の植栽（高木、中低木、地被類（芝を含む）） 
(b) 街路の並木、中低木、地被類 
(c) 樹林地（竹ヤブ等を含む）や雑草地 

「ランドスケープ」とは、一般的にはその土地基盤のあらゆる要素をベースに、景観のありかたをふまえ
て空間を構築することであるが、本文中ではキャンパスとしての空間、及び使われ方を「ランドスケープ」
および「キャンパスランドスケープ」として使用する。 

なお箕面キャンパスは 2021 年春の開学を目指して箕面船場新駅の駅前再開発の一環として、新キャンパ
ス整備・移転計画が進められている。現箕面キャンパス（粟生間谷）は 2021 年春以降、箕面市の運動公
園としての整備されることが検討されており、大学として現箕面キャンパスの緑地整備に力を入れること
はできない。一方で新キャンパスは、2017 年現在、箕面市の計画とも並行して設計が進められているが、
駅前立地の都市型キャンパスであり、豊中や吹田に比べると圧倒的に緑の量がすくない（中之島アゴラの
計画も同様である）。これらのことから、本フレームワークプランにおいて現箕面キャンパスと移転後の
箕面新キャンパスについては、概略の考え方を述べるにとどめ、今後の新キャンパス計画（維持管理を含
めた）の進捗をみて改訂検討を行うものとする。 
 
注  日本学術会議 土木工学・建築学委員会 知的創造と活動を喚起する環境としての大学等キャンパスに関する検討分科会 編 
    提言「我が国の大学等キャンパスデザインとその整備システムの改善にむけて」、2017.9. 
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□ 緑のフレームワークプランの構成 
 
 
 
 

1 章 キャンパスのあり方、ランドスケープの指針を本章に示すことで、計画、設計のみ
 ならず、整備、維持管理にいたるまで一貫したコンセプトを共有する為のものである。 
 
 
2 章  各キャンパスの現状を示す。また、これらを細分化したものを資料編にて併記する。 
 
 
 
3章 整備と維持管理、保全育成の区別、考え方と、それぞれのデザインガイドラインを

 示す。維持管理については特に剪定の発注時に注意すべき事柄を示す。 

 維持管理の担当者に判り易くするため、2012 年には「緑の剪定マニュアル」を作

 成している。この「緑の剪定マニュアル」を、 本章「デザインガイドライン」に組

 み込むことで、維持管理や 設計・工事に関わる担当者が方針を理解しやすいものと

 した。 
 
 
4章  「多様な活動とつがるキャンパスのランドケープ」として、学生教職員課外活動等

   による使われ方や、イベント等の プロジェクトとの関係、キャンパスのブラン 

   ディングや愛着の醸成、寄付・基金やPPP（官民パートナーシップ Public–Private 

   Partnership）との考え方との考え方などを示す。 
 
5 章  「リーディングプロジェクト」として実行に移せる諸計画の考え方を示す。 
 
 
6 章  キャンパスランドスケープの発展性、持続性を目的に、各機関との連携、組織や体制
   の構築について必要となる対策を示す。 
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□ 主要な 3 キャンパスの広域における位置づけ 
 

大阪大学の主要な 3 キャンパスは、主な部分だけでも大阪府北部の吹田、豊中、箕面の 3 市にまたがる。

下図は、豊中市、吹田市、箕面市の緑に関する基本計画等（注）を元に、国の自然環境保全基礎調査、彩

都土地利用計画図、地形図を参考にして作成している。各市の計画とも、大阪大学の各キャンパスを、都

市における貴重な緑として表現している。 

吹田・豊中キャンパスは標高 100m

程度の千里丘陵を挟んで立地してい

る。吹田キャンパスは、万博公園・千

里緑地に隣接するみどりの拠点とな

り、豊中キャンパスは、周囲にまとま

った緑地がないことから、地域の貴重

なみどりの拠点として貢献している。

また、千里丘陵に残された環状緑地は、

北摂山系と万博公園、服部緑地を結ぶ

生物の生息核となる貴重なみどりの

骨格である。 

現箕面キャンパスは、2007 年までは

大阪外国語大学のキャンパスであっ

た。北摂山系の低山地（標高 500m 前

後）の丘陵部（標高 150m 前後）に立

地し、山麓景観、市街地に面する緩衝

緑地的な機能を有するみどりの拠点

となっている。 

なお箕面新キャンパスは、2021 年春

の開学を目指して箕面船場新駅周辺

再開発の一環として、移転整備計画が進められており、駅前立地の都市型キャンパスとなる。 

以上をふまえ、生物多様性と持続性に配慮しつつ、３キャンパスそれぞれの個性や役割を考えて、四季

の変化や色合いなども勘案しながら、学生・教職員・OB や地域の人々にとって、シンボルとなる憩いの

場、集いの場、教育の場としての緑地空間の形成を図るものとする。 

 

 注 豊中市「豊中市みどりの基本計画」、吹田市「いきいき吹田みどりの基本計画」、箕面市「箕面市森林整備計画、H22 年」「箕面
市みどりの基本計画（見直し中）」、大阪府「みどりの大阪推進計画、H21 年」、環境省「第２回自然環境保全基礎調査、昭和 56 
年（箕面市）」による。 

  

           

現箕面キャンパス 

吹田キャンパス 

豊中キャンパス 

箕面新キャンパス 

（計画地、2021 年春開学予定） 

キャンパスを取り巻く水と緑のネットワーク 
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□ 1. 緑のコンセプト 
 
1-1. 緑のコンセプト 
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1-2. キャンパスランドスケープ構築の具体的なイメージ 
 

基盤となる快適なキャンパスの自然環境は様々なアクティビティ、プログラム、ハードでの仕 
掛けが一体となることで構築される。 
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1-3. 各キャンパスにおける緑の考え方 
 
 

・豊中キャンパスの特性 

 豊中キャンパスには千里丘陵の一部である待兼山や敷地境界沿いの緑、中山池に代表される、
面としてまとまったボリュームの自然が確保されている。かつての里山の植生、美しい竹林、イ
チョウ並木など秀でた要素が目立つ。 

 
 

・吹田キャンパスの特性 

 歴史ある広大な面積に多数の建築と豊かな自然環境がのこる。オープンスペースが数多く、ア
クティビティや交流が顕在化されており、それらを有益に活用しうるネットワーク化が望まれる。 

 
 

・現箕面キャンパスの特性 

2021 年以降、運動公園として整備予定。残された自然環境を可能な限り継承することとされている。 

 
 

・新箕面キャンパスの特性 

2021 箕面市船場東地区に、都市型キャンパスの新しいあり方を示すこととなる。 
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□ 2. 緑の現状分析 
 
2-1. 豊中キャンパス 
 

 豊中キャンパスは、待兼山のほか、敷地の境界近辺にクヌギ、コナラ、アカマツなどの里山の樹木
が残り、全体的に植生が豊かである。しかし待兼山は、遊歩道以外の樹木は伐採されることがないの
で、ほぼ遷移は極相に達し林床が暗くなり、山全体の生物種の多様性は減少する傾向にある。 
 一方で、50 周年記念庭園に代表される庭園は大変美しく整備されているものの、鑑賞するための
庭園の性格が強く、人が中に入ってくつろぐようには作られていない。 
 また、充分草刈りが行われていない柴原口のような部分もあり、
緑地の保全を図ることと同時に、これらの維持管理の段階・性格
付けを明確にして、維持管理の効率化と良好な景観形成を、キャ
ンパス全体の中でバランスをとってゆく必要がある。（以上、キャ
ンパスマスタープラン 2005 年版より抜粋） 
 豊中キャンパスは全般に、剪定や間引きの行き届いていない過
密な緑地が多い。また、ササやタケに侵食されて、生物の多様性
を失いつつある部分もある。全体として密度を減らしながら、風
や視線の通りがよい空間を形成してゆく必要がある。  
 中山池のようなため池は、外来生物の侵入により，かつてのよ
うな生物の多様性が失われているが、今後、枯れ葉など有機物も
含めた水辺の循環を確立することが理想である。これらの池では、
日本固有の植生に合った水生植物等を植えながら、アカミミガメ
やブラックバス、ブルーギルのような外来の動物とともに、外来
植物が人の手によって侵入することを防ぐ必要がある。  
 特徴的なイチョウ並木の黄色や、サクラなどの色合いを大切に
しながら、これら水生植物や、一年草なども取り入れて、季節感
や色合いがより豊かなキャンパスをめざしてゆく。 
 なお大阪大学会館の南側周辺には、絶滅危惧種イヌノフグリを
はじめ、その他カンサイタンポポ、ミヤコグサ、ナヨクサフジ、
キランソウ、ノアザミ、ジシバリ、オニタビラコ、エリマキツチ
グリなどの、日本古来の里山にゆかりの深い植物が見られる（注）。
しかしこれらは東側や南側から徐々に、土壌攪乱や種子飛来によ
って、オオイヌノフグリ、タチイヌノフグリ、セイヨウタンポポ、アメリカオニアザミなどの外来種
に侵食されつつある。 
 直接的な工事はもちろん、周辺工事によって踏み荒らされるだけでも、これらの植物は危機に瀕す
る。今後は継続的に観察しながら、土壌攪乱を最小限に止めるよう見守っていく必要がある。 

 
注 福井希一、栗原佐智子編著：キャンパスに咲く花阪大豊中編、大阪大学出版会、2009.3 

 
 
 
 
 
 

 
 

   

    

美しいが閉鎖的な緑地（豊中キャンパス） 

日本古来のかたちに近い植生を残す

大学会館南側周辺（豊中キャンパス） 

大阪大学会館南側に自生するイヌノフグリ 
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2-2. 吹田キャンパス 

 吹田キャンパスは広大である。全
体の骨格としてはマスタープラン
に掲げられているとおり、キャンパ
ス内での緑の量と質のバランスに
鑑みて、広域の緑との「生態回廊と
しての連続性」に配慮したものとす
る必要がある。その中で、豊中キャ
ンパスと同様に、ササやタケの侵食
をできるだけ限定的な範囲にとどめて行かなければならない（意匠上、部分限定的にササやタケを植
栽として用いることはありうる）。また、吹田キャンパスはサクラ、ケヤキ、クス、ポプラなどの並
木が樹木のトンネルを構成し、それぞれの街路景観の重要な要素となっている部分が多い。これらを
維持・保全しながら、これらと調和するような植栽の整備改善や、育成整理を考えてゆくことが重要
である。 

なお、除草によって夏以降に開花する植物（生物工学国際交際交流センター脇のツリガネニンジン
など）もあるので、今後吹田キャンパスに限らずこのような保護すべき植物を特定しながら、それら
の開花時期に配慮して除草時期を調整することが望ましい。 

 
2-3. 箕面キャンパス 

 箕面キャンパスの外周部は、北摂山系の山麓
部でアカマツを主体とする植生であった。わず
かに残る自生植物を見るだけでも、かつてこの
土地がいかに豊かな自然林であったか想像に
難くない。吹田にも豊中にも見られない植物が
観察できる。彩都の開発とともに周辺の自然が
大幅に失われており、これらは貴重な財産であ
る。 
 広域としてみると、特に、みどりの骨格（河
川・景観・道路軸） に沿った自然回復が必要である。北摂山系の中心部の明治の森箕面国定公園（963ha） 
はスギ・ヒノキ植林を主とし、箕面川の谷筋にコジイ自然林が分布。その他はアカメガシワ、アカマ
ツ等の二次植生が大部分を占める。 
 
 
 

      
 北摂山系やそこから連続する山麓部は生物の生息空間となっており、鳥類は中心部ではクマタカが
生息し、その他オオタカ、ハチクマ、ハイタカ、トビや、渓流性のチョウサギ、オシドリ、アカハジ
ロ、コアジサシ、等が見られる。昆虫では、希少種のオオムラサキ、特定昆虫のオオギキブリ、エゾ
ハサミムシ、クチキコウロギ、マヤサンオサムシ、等が確認されている（注）。 
なお、市街地に面する丘陵部の樹林は「やまなみ景観保全地区」に指定されている。箕面キャンパス
は、大阪平野を見渡せる位置にあると同時に、これら北側の山麓部が借景となって、グラウンド周囲
の緑と一体的な、雄大な景観を持っている。特に秋には見事な紅葉が見られる。 
注 環境省：緑の国勢調査（第２回自然環境保全基礎調査）、1981（昭和 56）年 

  

  

ケヤキの美しい並木（吹田キャンパス） 並木と調和がとれた開放的な緑地 

       （吹田キャンパス） 

北摂山系の雄大な景観とグラウンドを中心とした緑（箕面キャンパス） 
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□ 3. 緑のデザインガイドライン 
 
3-1. 緑のデザインガイドラインの構成 
 

 
（1）緑のデザインガイドラインとは 

 
 緑の整備や緑のみにかかわらず付帯する舗装、休憩施設なども含め、維持管理に関わる担当職
員等に基礎的な知識と関心を持ってもらう、また整備や剪定等発注対象の事業者に、仕様書より
も判りやすい作業イメージを持っていただくことで、単なる入札では「安かろう悪かろう」にな
りかねない緑の維持管理の質的向上を目指すためのものである。 
 

 
（2）緑のデザインガイドラインの構成 

 
・緑のデザインガイドラインは大きく「整備」と「維持保全」に分かれる。 
・維持保全はさらに「維持管理」と「保全育成」に分かれる。 
・それらの相互関係は以下に示される。 
 

           
            - 緑のデザインガイドラインの相関図 - 
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3-2. 整備のデザインガイドライン 
 

 整備とは、建築配置や動線の変化などの時勢の要望に対応する必要のある場所、または特に問題が
ある部分などに対し、ガイドラインを参考に新たに植栽を施したり地形や配置の大幅な変更を、建物
整備に付随する外構工事などで行うものである。 
 
 

 
 



 

11 
 

3-3. 維持管理のデザインガイドライン 
 

 各部局にて剪定などの緑の維持管理業務の発注を行う際に、方針検討、概算、発注、受注事業者打
合せ、立会・指導、検収等にあたって、「全体共通事項」と、該当する「樹種や街路ごとの例」をワ
ンセットとして、下記のような場面で使って頂きたい。 
 
 (a) 剪定等の方針、概算等の検討時 

 ・見積り徴収にあたって、発注範囲、作業方針検討の参考にする。 
 ・見積り徴収時の参考資料として添付する。 
  
  (b) 受注業者さんとの作業事前打合せ・作業立会い・指導時 

 ・マニュアルの解釈等を、事前打合せ時に受注事業者と大まかに摺合せをしておく。 
 
 (c) 検収時 

 ・作業事前摺合せに基づき、実際にそのように作業が実施されたかを確認する。 

 
 維持管理とは、美観をそのままに現状の機能を適宜アクティビティに合わせていくために簡易な整
備をおこなったり、緑が健全に成長するよう管理することであるが、現状ではキャンパス全体の維持
管理はバランスが取れているとはいいにくい。 
キャンパスの緑を心地良い状態に保ち、印象に残る風景を創出し、快適に維持するためには、それ相
応の維持管理が必要である。樹木は、我々がその特性を知り、日常的に愛情を注ぎ、適度に整姿剪定
することでみごとな姿を持続してくれる。このためには、将来を見越したデザインガイドラインや 
状況変化に対応した見直しが不可欠となる。 
本学のキャンパスにおいても、緑地の位置づけや植物の特性を十分把握し、樹木、樹林等のそれぞれ
のライフサイクルに沿った 3〜5 年、10 年後の自然生育樹形を基準とする将来像を想定し、定期的な
維持管理を行うものとする。 
 

 
 特に、学生教職員や卒業生あるいは地域の人々が、維持管理に容易に参画できるプラットフォーム
を構築し、運営することで、みんなに愛されるキャンパスづくりを推進する。このような仕組みを活
かして、樹木や多年草に限らず、一年草の草花を積極的に取り入れ、キャンパスに今以上の季節感や、
華やかな色合いと活気をもたらすことをめざす。 
 



 

12 
 

○  樹木の維持管理（剪定）にあたっての注意点・大方針（参考図・全体共通事項） 
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○  メインストリートのガイドライン（幹線道路の目指す整備、利用イメージ） 
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○ うまく剪定・維持管理されている例 
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○ 剪定等に問題があると考えられる例 
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○ 樹木の維持管理（剪定）にあたっての注意点（樹種や街路ごとの例） 
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3-4. 保全育成のデザインガイドライン 
 

 保全育成とは、極力現況の緑を継承するものであり、現況が良好であればその状態を維持し、樹形
や密度に問題があれば徐々に良好な状態へと改善を進めるものであり、必要であれば大規模な面整備
の対象となることも検討する。 
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□ 4. キャンパスのランドスケープがつなぐ多様な活動 
 
4-1. キャンパスの使われ方と一体となったランドスケープの考え方 

 
 

 1 章、「緑のコンセプト」より導かれるランドスケープの使われ方は、充実したキャンパスライフに
不可欠な三態に集約される。 

 
 

 
                -キャンパスの使い方三態- 
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4-2. 多様な活動の提案 
 
 進行中のプロジェクトも含め、キャンパスを活かした様々な活動を提案する。 
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4-3. キャンパスへの愛着の醸成と、基金や PPP との関係 

 社会的な背景として、一般の方の社会参加や環境問題への関心の高まりや、企業においてもよりよ
い社会貢献の契機が求められている。これらのステークホルダーより、良好なランドスケープ環境を
維持しうる予算とマンパワーの提供を受けるかわりに、大学側は安全で美しい場所と、魅力的な企画
を提供するサイクルをつくることがのぞまれる。 

4-4. 広報との連携やブランディング 

 4-3 で述べたような、様々なステークホルダーと一体となって生まれるサイクルは、必然的に広報と
の連携によって常に同時進行で行うことが必要不可欠であり、またそれらは統一された指針とビジュ
アルによるブランディングがなされることではじめて効果をもたらす。 
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□ 5. 緑のリーディングプロジェクト 
 

 主要な広場や緑地資源など、キャンパス各所のランドケープ（風景、景観）の改善と安全上の改善
を目的とする。 
 
  - 豊中キャンパス- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5-1. 対象地の現況整理および特徴の抽出   

① 待兼山「文化の森」 

 枕草子や新古今和歌集にも登場する歴史的、文化的にも非常に重要な丘陵地。現在はクヌギ、
コナラなどの雑木の山となっており貴重な自然資源といえる。散策道や石碑、コンクリート構造
物も見られ、既にいくつかの学内活動の活動地として利用されている。現在駐車場となっている
箇所から弥生時代の古墳が発見され、丘陵一体が文化財台帳に登録されている。 

 
② 石橋口「50 周年庭園」 

 既存の雑木林を背景につつじを中心とした庭園が造られている。つつじはきれいに刈り込まれ
適切な管理が行われている一方で大きく育ったものもあり、視界が遮られてる箇所もある。 

 
③ 中山池周回遊歩道、刀根山「思索の森」 

 中山池を眺めながら歩ける気持ちよい雑木の散策道。ウッドチップ舗装や照明などが整備され
ている。 

 
④ 大高の森 

 正門に隣接して立地する緑地。動線沿いの高低差の上に低木が大きく育っいることで認識しに
くい空間となっている。旧制大阪高等学校の創立を記念する憩いの緑地であるが、より一層認知
され、利用されていくことが期待される。 
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⑤ 中山池交流広場 

 中山池に面した芝生広場。日常動線に加え、イベントなどにも利用されている。踏圧および日
照や排水などの理由から芝の状況はあまり良くない。 

 
⑥ 浪高庭園および周辺 

 メインストリートに面する緑地。浪高庭園は景石や池を配した庭園となっている。しかし、メ
インストリートとは大きく育った低木により視界が遮蔽されており、好立地のオープンスペース
としては非常にもったいない状況である。 
 

⑦ 待兼池周辺 

 待兼池周りにはデッキが整備され、斜面地には遊歩道も設置されるなど、気持ちの良い緑地と
なっている。 
 

⑧ 柴原口周辺 

 モノレール駅からの玄関として 2012 年に雑木を主体とした緑地整備が行われている。植栽樹木
がまだ小さいこともあり、明るく開放的な動線環境となっている。かつての植生をあらわす貴重
なアカマツも見られる。今後経年的にさらに美しい雑木林が形成されることが期待できる。 
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  - 吹田キャンパス- 
 

 
① 北端部周辺竹林 

 まとまった緑地であるが急勾配な竹林であり、立地面からも活動対象地とするには困難である。 
 

② さくら環状通り 

 大きく育ったソメイヨシノが多く見られる幹線道路。東西通りと同様、歩道部植栽の改修によ
る景観改修が有効と考えられる。 

 
③ 東西通り(メインストリート) 

 キャンパスを横断するメインストリート。美しい樹形のケヤキが見られる。キャンパスをイメ
ージ付ける景観として、歩道植栽の改修は有効と考えられる。これらを活動対象としていくため
の明確な方針が必要と考えられる。 
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④ 西門〜府道沿い緑地 

 西門周辺には美しい植栽地が形成されている。府道側に向けた斜面地の緑地は、キャンパス地
盤高においても良好な緑陰が見られる箇所がある。通りとしての魅力向上は可能と考えられるが、
立地からは優先順位の高いエリアと言えない。 

 
⑤ 本部周辺竹林(西) 

 保育園にも面し、遊びの森となれば非常に有効な緑地であるが、急勾配でかつ細かな起伏も多
い竹林となっている。利用するには大規模な造成が必要と考えられる。 

 
⑥ 薬用植物園 

 様々な植物が育つ興味深い緑地であり、薬学部・薬学研究科の研究施設である。 
 

⑦ 正門周辺 

 正門としてシンボリックな空間が形成され、良好に維持管理されている。 
 

⑧ 人科周辺緑地 

 幹線道に面した公園緑地的な空間であり、景観面で重要な空間と云える。一方で歩道沿いの灌
木が閉鎖感を感じさせる。オープンな緑地とすることで、何らかの活動空間として活かすことが
可能と考えられる。 

 
⑨ 本部周辺竹林(東) 

 ほとんどが急勾配の竹林であり、利用という面では困難な地形である。本部棟への車路沿いの
一部に緩勾配なスペースが見られ、松が植栽されている。景観や環境的な側面からの改修対象地
としては効果の高い空間である。 
 

⑩ 犬飼池東側遊水池 

 上記と同様に最も重要で有効な緑地と考えられる。遊水池の排水設備に故障が見られることか
ら、水位が上がらない(配管が隠れない)、オリフィスが機能しないという問題がある。また、隣地
に大規模な土砂の堆積地があり、景観、環境面での問題もある。親水空間としての活用が求めら
れる。 
 

⑪ 犬飼池周辺竹林 

 吹田キャンパス内における配置、ボリュームともに最も重要で有効な緑地と考えられる。一部
で竹林を抜ける遊歩道の整備が行われているが、ほとんどが急勾配の竹林となっており、大規模
な造成を伴う動線整備を行わなければ竹林内を有効に利用するのは困難である。後に植栽された
もの、元来生えていたであろう大径木など、少量ではあるが広葉樹も見られる。犬飼池および遊
水池が隣接し、キャンパスの中央に近い好立地であると云える。 
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5-2. 対象地の分類 

 先にあげた対象地をタイプごとに分類し、リーディングプロジェクトで大きな効果が得られる箇所
をモデルケースとして整備する。 
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5-3. 対象地ごとのイメージ 

 ○ 公園的な空間の整備と利用のイメージ 

・日常で、またイベント時に使いやすい「利用空間」として活用。 

・敷地を区切る灌木の撤去  → より見通しのよい道路と連続する空間に。 

・休憩施設の拡充 

・イベントや移動販売 
 

豊中キャンパス  浪高庭園の利用イメージ 

 
 

吹田キャンパス  人間科学部前のイメージ 
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○ 親水空間の整備、利用イメージ 
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①. 遊水池（ボードウォーク）②丘の緑地の整備イメージ 
 
 親水性を高めるためのボードウォークを整備し、サイバーメディアセンター側からもアクセス
できるよう、土砂の堆積地は傾斜がなだらかになるよう造成を行い、見ても利用しても楽しめる
新たなシンボルとなる丘の緑地として整備を検討する。傾斜を緩めるための切土による残土は、
西方の谷を埋める客土として利用することも考えられる。 
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③. 竹林の整備イメージ 
 
 造作物やイベント、竹炭づくりなどに竹を利用しながら広葉樹に植替えを進めることで、少し
づつ竹林を雑木林に変えていく。竹炭や竹酢液は、水質浄化や土壌改良材として利用できる。 
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○ ネットワーク（ショートカット動線）の整備、利用イメージ 
 

 各対象地をつなぐ日常細動線（ショートカット）を整備し、多様な学生の活動を支援するフィール
ドとする。 

 
①. ショートカットの舗装整備 

 日常の細動線として、またジョギング、トレイルランニングコースとして整備し 
アクティブな利用と対象地の連続性をつくる。 

②. サインの整備 

 ジョギング、トレイルランニングコースとして距離表示やモデルコースの整備。 
 

③. ショートカットに隣接する空間の整備 

 日常利用やイベント時に必要な余白としての整備。 
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・ジョギング、トレイルランニングのモデルコース（例） 
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□ 6. 今後の課題 
 
 
6-1. 活動を回していく組織体制 

 
1 章や 4 章で記載している通り、今後キャンパスランドスケープの構築を目指すにあたっては、現状

以上に多様な活動を展開していく事になる。学生や教職員だけでなく、市民や企業ともこれまで以上
の連携が必要となる。加えて学内において一体的なマネージメントが必要となる。しかし現在学内の
体制は、キャンパスランドスケープに専門的に対応する組織がなく、土地の管理、学生の活動、地域
連携など、機能ごとに組織体制が異なっており、柔軟な対応が取りにくくなっている。 
 今後多様な活動を展開するにあたって、組織体制を見直していく必要がある。 
 
 
 

  6-2. 部局管理方式か、中央（本部）管理式か 
 
 国立大学が独立法人化となった 2004 年以前から現在に至るまで、本学では部局ごとに管理敷地を決
め、各部局において周辺緑地の管理を行ってきている。これは約 160 万㎡ある本学キャンパスにおい
て、普段目の届く範囲にいる職員が管理することで、管理レベルを維持するのに一定の役割を果たし
てきた。しかし独立法人化後、大学予算が厳しくなる中において近年ランドスケープの管理が各部局
単位では厳しくなりつつあり、管理レベルに差が出始めている。そのためキャンパス全体のランドス
ケープの管理において従来の部局管理方式か、中央管理式か、そのメリット・デメリットを踏まえな
がら今後検討していく必要がある。 
 
 
 

6-3. 環境税（留保金など）の検討  
 
 キャンパスランドスケープを維持発展させていくためには、一定の維持費が毎年必要となる。4 章で
示した多様な活動や、それらから発展した基金や PPP 等を進めるにしても、大学内での継続的な維持
費の確保は必要であり、これらを捻出するため大学施設の老朽化対策として実施している学内での
“環境税”的な予算確保の仕組みを今後検討していく必要がある。 
 
 
 
 

6-4. 新箕面キャンパスの検討 
 

 2-3 で触れた箕面キャンパスについては、現在同じ箕面市内の船場東地区への移転が正式決定されて
おり、現在郊外に立地している緑豊かな約 14 万㎡ある現箕面キャンパスから、都市型キャンパスとし
て駅前の 8,000 ㎡の土地へ移転する。新キャンパスにおいてはキャンパス敷地面積の関係や駅前立地で
あることから、現箕面キャンパスとは全く異なるランドスケープの考え方を改めて検討する必要があ
る。出来るだけ緑豊かな空間を確保しつつ、隣接する敷地との関係性も考慮しながら、現在設計作業
を進めているところである。 
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